
4Q

「ヒスタミン」作用二關スル研究

第5報 「ヒスタミン」中毒治療試験 （其ノ2）

金澤幣科大學小見科學教室（泉教授指導）

              ’

讐學士’影山秀．康
    詮議・7∫〃Kagayai〃a

    一（1昭和18年6月11日受附）

（本論文ノ要冒ハ第48回日本小児科學會綿業二野テ護表セリ．

伺ホ費用ハ昭和17年度文部省科學研究費ノ補助ヲ仰ゲリ）．

内 容 抄録

 「ヒズタミソ」作用二拮抗シ『ヒスタミン」二依リ惹起

セラレタル中毒症朕曲淵シ有効ナルモノノ樵索ヲ企画

セリ．

 先ヅ摘出腸管ノ「ヒスタミン」性牧縮二封スル各種緊

縛ノ拮抗作用ヲ樵シ，「コラミソ」，「アクトコール」，

「カルヂアゾール」，安那加，「ヒネロソ」，「永ルマリ

ソ」，「アドレナリン」，「アトロピン」，「エフエドリ

ソ」，「オピスタソ」等二於テ捨抗作用顯著ナルヲ認メ

タリ．尚ホ「アセチールビョリソ」性牧縮二封スル作用

ヲモ比較シ，且ツ「ヒスタミン」ノ侵襲部位二就キテモ

考察セリ．i欠イデ「ヒスタミン」ニヨル循環障碍二封ス

ル数種藥品ノ効果ヲ血屋二四キ樵シ「コラプトール」ノ

作用旧著ナルヲ回漕タリ．
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第1章 緒

 余等ハ臨林的検索並二實験的研究ノ結果，疫

痢様症状ノ稜現二患見腸管内二産生セラレタル

論

「ヒスタミン」（以下「ヒ」ト略記ス）或ハ「ヒ」様物

質が重要ナル原因的因子タルベキヲ信ズルモノ

【釦】



tヒスタミン」作用二翻スル研究 41

ナリ．

 而シテ本疾患二樹シテモ諸家ノ苦心研究ノ結

果逐年其ノ死亡率ノ減少ヲ見ツ・アリ．然レド

モ樹ホ極メテ重篤ナル場合，如何ナル治療法モ

共ノ及バザルヲ嘆ゼシムル事アルハ諸家ノ均シ

ク認ムル所ナルベシ．

               ミ 從ツテ同等ハ上述ノ如キ見解ノ下二更二治療

法二封スル研究ノ歩ヲ進メツ・アリ．

 99 4報二於テハ「ヒ」作用ヲ減弱セシみベシト

考ヘラル・藪種下品二野キ治療試験ヲ行ヘル結

果ヲ述べタリ．從ツテ本鞘開聞テハ「ヒ」作用二

拮抗シ，「ヒ」二依リ惹起セラレタル中毒症歌二

封シ有効ナルモノノ槍索ヲ企圖セリ．

．而シテ「ヒ」ノ生麺二－父Xル作用中最モ顯著ナ

ルハ滑二筋二封スル作用ナリトス．然レドモ該

作用ハ臓器ノ種類二依リ異ナリ，叉生髄内ナル

三面ハ摘出臓器ナルカニ依リ必ズシモ同一ナラ

ズ．余ハ便宜上最モ廣ク用ヒラル・海狽摘出腸

管ヲ以テ秋山一法ヲ慮用セリ．叉他方＝於テ

最：モ重要ナル血管滑台筋二二スル作用二就キテ

モ槍セント欲シタリ．而シテ「ヒ」ハ摘出血管條

片二於テハ腸管二於ケルト同様之ヲ牧縮セシム

ルモ，生禮内二於テハ末梢血管ヲ撮張セシメ，

肺臓並二肝臓遮断作用ト相侯ツテ血歴ヲ下降セ

シム．依ツテ上記腸管法ノ他二家兎ヲ用ヒ，

「ヒ」＝依ル血墜下降二封スル藪種藥品ノ影響ヲ

モ楡索セリ．

第2章 實験材料及ビ實験方法

 1） 「ヒスタミン」＝ 石津製盤酸「ヒスタミン」

 2） 「アセチールビヨリン」： ロツシユ製0・19「ア

ンプル」入            ・

 3）海狽小腸：盟重200－4009ノモノヲ撲殺シソ

ノ小腸ノ略中央部約1．5cmヲ探りタリ．

 4）腸管法：榮養液トシテハタイロード液20ccヲ

用ヒ38。～39。C二保温ス．之二酸素氣泡ヲ徐々二遙

リ組織呼吸及ピ注入藥液ノ混和二便セシム．装置星斗

1報ト同一（西村氏論文（1）参照）ノモノヲ用ピタリ．

 5）肝腫藥品ノ稀繹ハ蒸溜水ヲ以テセリ．爾ホ腸管

法二於テ注入藥品ノ酸性強キモノハ使用直前1％重曹

ヲ以テPhヲ約7二修正セリ．

 6）家兎：髄重2kg前後ノ健康ナルモノヲ選ピタ
リ，

 7） 血歴測定法：絡頸動脈二於ケル観血的測定法

二依レリ（第1報（2））．

第3章 海難摘出腸管二於ケル「ヒ」性二二「アセチールヒョリン」

  （以下「ア・ヒ」卜略記ス）性牧縮呂劉スル各種藥品ノ影響

     第1節綾解作用二二テ

 第1，2，3表ノ如キ結果ヲ得タリ．EPチ
                    ロ
「コラミン」，「アクトコール」，「カルヂァゾー

ル」，安那加，「タウロヒョール酸曹達，「ヒネ

ロン」（「インドラミン」），「ホル臓リン」，硫酸

                  くマグネシウム」，「アドレナリン」，、「アトロピ

ン」，「エフェドリン」，「パパペリン」，「ノボカ

イン」，「パントポン」，「ナルコポン」，「オピス

タン」等二二テ何レモ表記ノ如キ拮抗作用ヲ呈

セリ．而シテ余ノ實験セル範園圃於テハ「ヒ」＝

封シテハ「」（；ピスタン」，「ア・ヒ」二i封シテハ「ア

ト・ピン」ガ最モ拮抗作用大ナルヲ応唱タリ．

     第2節 富豪作用二就テ

 腸管ヲ懸垂セル榮養液中二豫メー定ノ三品量

ヲ加フル事二面リ，暫時ノ後添三門ラレタル

「ヒ」或ハ「ア・ヒ」＝依り惹起サルベキ腸管牧縮一

二及ボサル・影響ヲ槍セルニ第4，5，6，7

表ノ如キ結果ヲ得タリ．

［ 41 ］
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第 1 表

使 用 量
「ヒ」二封ス

享h抗作用

「ア・ヒ」二封スル拮抗作用

藥 品 名
CC mg 2Y ・ 5Y 2Y 5γ

コ ラ  ミ ソ 0．2 50 柵 帯

キ オ シ ン 0．2 50 粥 柵 十十～柵

コルニヂソ 0．2 50 柵 柵

ビタカンフアー 0．5 什 十 十 十

アク トコール ’0．2 柵
覧柵 軒 十

ラカルノール 0．2 絹・ 十 什 粁

ヂギヘルトソ 0．5
轍 一 十 ±

ヂギラノーゲン 0．5
一 一 士 士

カルヂアゾール 0．1 珊 十 鼎 柵

安  那  加 0．2 40 柵 柵 柵 柑

ロ デア リ ソ 0．2
一 一 一 一

       記號（第1，2，3表二共i通）

一 ：拮抗作用ヲ認メズ  士 ・拮抗作用痕跡  ＋

十十 ：拮抗作用中等度   柵 ：拮抗作用強度  冊

：拮抗作用輕度

：拮抗作用完全

第 2 表

          ㌧Z   ロ   名
使 用 量

「ヒ」二巴ス

享h抗作用
「ア・ヒ」

Xル拮抗作用
二封

ロロ

CC mg 2Y 5Y 2・1 5γ

メ  タ  ボ   リ  ン 1．0 2 十 十 十 ±
ら

’ヵ  タ  フ  ラ  ピ  ン 0．2
一 一 ／一

ビ   タ   シ   ミ  ン 1．0 50 十 十 ±

オ    ム    ニ    ン 0．5 士 十 十

ミ ノ フ ア 一 ゲ ン C 0．5 ＝ヒ ± ±
5

、

テ  オ  チ  ン  （10％） 0．5 50 十 十 十

タウロヒヨール酸曹達（5％） 0．2 10 ．十十 甘 柵 什

銀エ レ ク ト ロ イ ド 0．5
一 一 一

ヒ  ネ  ロ  ン  （5％）
0，005o二〇，008 0．25

O．4

柵柵

柵 冊 柵

イ ン ド ラ ミ ン （2％） 0．02 0．4 柵 柵 柵 冊
竃向

ウ  レ  タ  ン  （3％） 0．2 6
一 一 一

カ ル  ボ  一 ル（0．5％）
0．2o0．5

9 T
ア    ト    ニ    ン α2 十 土

ホ  ル  マ   リ  ン 0．2 柵 十

硫酸マグネシウム（14％）
0．2o0．5 十柵

什

［ 42 ］
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第 3 表

藥   品   名
使 用 量

「ヒ」二上ス

享h抗作用 スル拮抗作用
「ア・ヒ」二封 11％盤化

「バ」二封

CC mg 2Y 5Y 2γ 5Y
スル拮抗

?p

0．1％盤化アドレナリン」

O・1％硫酸アトロピン」

S％ エ フ エ ド リ ソ

S％パパベリソ｛0・5％ノ ボ カ イ ン2％ ナ ル コ ポ ソ

D、5％ オ ピ ス タ ン

0．2

O，001
O．1

O．2

O．4

O．1

O，005
O．01

O．1

O．1

O．0005
O．0008
O，001
O，003
O，01’

O．02

0．2

O，001
O．1

O．2

O．4

十十～冊

@柵
@柵

@柵
@十冊

@十
@柵
@柵
@柵

什冊帯｝柵

十～十十

@柵

@什
@柵

@柵
�`柵・

@柵

十十～柵

@冊

@柵

｣ 柵｝

瞬化「バ」：盤化バリウム」

第4表  「コラミン」（「キオシン」）ノ「ヒ」性，「ア・ヒ」性

    並二盤化バリウム」性牧縮二一スル豫民力

           「ヒ  ス
「キオシン」 一一一  一一一一一
         2y   sy

O．2cc（0．25 ％）   十十十～十冊    十H

O．3cc（0．375％）         十十十～十辮

0．5cc（1．25 ％）

           記號（第4，5，6，7回目
            る  一 ：豫防作用ヲ認メズ．從ツテ封照ト同標ノ牧町ヲ起ス．

  キ ：豫防作用痕跡  十 ：豫防作用輕度  什 ：豫防作用中等度

  ・柵 ：豫防作用強度  柵 ：豫防作用完全

  （ ）内匠画一管内ノ濃度ヲ示ス．

タ  ミ ン」
「アセチール・

qヨリソ」
1％監

ｻ「バ」0．4cc
一

10Y 20γ 5γ 20Y

柵 柵

十十～柵 ± 十柵

第5表  盤化アドレナリン」ノ「ヒ」性，「ア・ヒ」性並＝

     二化バリウム」二二二二封スル豫防力

盤化「アドレナリン」

「ヒ」匿

TY

「ア・ヒ」

@5Y

1％盤化「ノ、」

0．2cc  O．4cc

O．2cc（O．Ooo5 O／e）

O．3cc（O．OOO750／o）

吾 十

十

   十N±
一  1 十

［ as ］
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第6表  硫酸アトロピン」ノ「ヒ」性，「ア・ヒ」性並＝

    肇化バリウム」性牧縮二封スル豫防力

    ，

O・1％硫酸「アトロピン」
「ヒスタミン」

「アセチール・

qヨリソ」
1％七化「バ」

5Y 10γ 5Y 40Y 0．1cc 0．4cc

0・001cc（0・’000005％） 柵 、 一

0・002cc（0・00001％） 柵～柵

0・1cc（0・0005％） 什 柵

0・2cc（0・001 ％） ・柵～柵

0・3cc（ρ．0015％） 柵

0・5cc（0・0025％） ±～十 一

三7表  「オピスタン」ノ「ヒ』生，「ア・ヒ」性並＝

   盤化バリウム」性牧二二封スル二二力

（5％）オピスタン’

O．oolcc（O．ooO250／o）

O．oo2cc（O．OPO5 O／o）

O．oo3cc（O．ooO750／o）

O．oosgc（O．oo1250／o）

O．05 cc（O，0125 O／o）

O．1 cc（O．025 O／o）

 「ヒ」 5Y
（O．OooO250／o）

喝・

柵

戸

「ア・ヒJ5γ
（O．OOOO25 O／o）

柵

柵

   
1％盤化「バ」

 O≧4cc

什

第4章繕括及ビ考按

 前記實験成績中興味アルモノニ就キ総括並二

考按ヲ試ミントス．

 1）「コラミン」（「キオシン」）〔第1，4，9

表，第1岡（イ）， （ロ）〕

 疫痢様症状ノ主要症状ト看徴サル・循環障碍

二封シテハ一等ハ「コラミン」ノ有効ナルヲ認

メ，「コラミン」或ハ之二「アトロピン」ヲ添加セ

ル「キオシン・アトロピン」ヲ使用シツ・アリ．

然うバ摘出腸管二於テ「ヒ」二封シ如何ナル拮抗

作用ヲ有スルヤ．

「キオシン」0・2cc（榮養管内ノ濃度ハ0．25％）

ヲ作用セシムルニ腸管バー過性ノ輕度ノ緊張充

進ヲ來シ，次イデ間モナク緊張下降，振幅減少

ヲ來ス．時二緊張充進ヲ見ズシテ直チニ緊張低

下シ振幅減少或ハ停止ヲ見ル事アリ．

 斯クノ如ク「キオシン」0・25％ヲ作用セシメ緊

張低下ヲ來セル後之二「ヒ」5γ（0・000025％）ヲ

添加セルモ二度ノー過性牧縮ヲ見ル事アリ．強

直性牧縮ヲ來ス：事アルモ極メテ輕度ナリ．

 「ア・ヒ」性牧縮モ同様「キオシン」二依リ輕度

二阻止セラル・モ「ヒ」ノ場合二比シ梢々輕度ナ

リ．

 次二「ヒ」性牧縮ヲ起セル腸管二一スル「キオ

シン」ノ影響ヲ見ル＝IO．000025％ノ「ヒ」二封シ

「キオシン」0．25％ヲ加フレバ忽チ繁張低下ヲ來

シ腸管ハ完全二緩解セラル・力或ハ輕度ノ牧縮

歌態ヲ残スノミトナル．

 「ア・ヒ」性丁丁モ同様大ナル：影響ヲ受クルモ

「ヒ」ノ場合剛比シ白々輕度ナリ．

 術ホ叉開化バリウム」性筋性興奮モ「キオシ

ン」ノ影響ヲ受クルヲ認メタリ．

 2）安息香酸曹達〔第1表，第4圖〕

（ 44 ）
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 下等ハ疫痢檬症歌獲現時二於テ安那加或ハ之

二「アトロピン」ヲ添加セノし「エンスパモール」ヲ

使用シツ、アリ．

 「コフェイン」ノ滑軍筋目封スル作用二君キテ

ハ既二諸家（Trendelenburg， Baehr u． Pick，

：BQttazl）ノ報告アリテー・過性ノ牧縮後弛緩ヲ來

スヲ述べタリ．石川氏（3）ハ摘出家兎小腸二於

テ「コフェイン」ハ主＝抑制作用ヲ現ハシ家兎小

腸上部二就キ0・Ol％以下ニチハ殆ンド影響ナ

ク，0．15～0．2％ニテ腸管ハ忽チ著明二緊張ヲ低

下シ自働蓮動一隅ク停止スノレニ至ルト云ヘリ．

而シテ此ノ際盤化バリウム」ヲ與フルモ反慮ナ

キ甲骨月極メテ微弱ナル甲骨麻痺作用ノ作用勲

ハ滑不筋ソノモノナラント述べタリ．叉Em－

melin（4）等ハ「キサンチン」誘導艦ノ劃「ヒ」＃p抗

作用二就キ報告セリ．

 余ノ實験二於テハ「ヒ」0．000025％ノ腸管牧縮

二野シ20％安那加0．2cc（0．2％）ヲ加フレバ腸管

バー旦牧縮増加後或四壁縮増強ヲ認メズ直チニ

弛綾シ極ク輕度ノ牧縮四脚ヲ淺スノミトナレ

リ．EPチ「ヒ」二野シ相四度ノ拮抗作用ヲ認ムル

ヲ得タリ．「ア・ヒ」二一シテモ略同様ノ拮抗作

用アルヲ讃セリ．

 3）「テオチン」〔第2表〕

 2）夢解テ述べタル如ク最近Emmelin， K：ahl－

son及ビ：Lindstr6m（4）ハ「キサンチン」誘導艦ノ

数種：ヲ以テ劃「ヒ」拮抗作用二就キ報告セリ．帥

チ馬血清感作海狽ノ摘出腸管ハ「アンチゲン」及

ビ「ヒ」二年目同様共s丁寧ヲ惹起スルモ，若シ

「テオチン」（1：！500）ヲ加ヘオケバ，爾者共二

（「ヒ」ハ0．03γ）球鷹セザルニ至ル事ヲ私財タリ

ト云ヘリ．

 余ハ5γノ「ヒ」二依リ惹起セラレタル腸管二

50mgノ「テオチン」ヲ注網田ルニ輕度ノ綾解作

用ヲ門馬タリ。

 4）「ヴィタミン」B〔第2表，第5圖〕

 泉田氏（5）ハ疫痢二於ケル急激重篤ナル中毒

症1伏ハ「ヴ」B鋏乏歌態二於ケル細菌感染n由

來スト稻セリ．其ノ後此ノ「ヴ」Bト疫痢様症

1伏トノ關係＝就キテハ諸家二依リ種々論ゼラル

・アリ．平等モ治療二際シ「ヴ」：Bノ大量ヲ使

用シツヘアリ．

 又一一‘ S二於テ谷口氏㈹等ハ動物實験＝於テ

鳩ヲ用ヒ，「ヴ」B1敏乏時ハ「ヒ」薙性甚シク，

「ヴ」B1ノ大：量ヲ注射シオクトキハ30分～1時

間後二致死量ノ3倍半ノ「ヒ」ヲ静脹内二注射ス

〉レモ耐ヘウル事ヲ認メタリト述べ，佐々木氏（7）

モ「ヒ」中毒二封スル本剤ノ關係二男キ種々報告

スル所アリ．

 蝕二於テ余胃腸管二於ケル「ヒ」作用二封シ

「ヴ」B1ガ如何ナル影響ヲ及ボスヤヲ槍セリ．

而シテ日々多量ヲ用フル事二依リ平声ノ緩解作

用ヲ認メタルノミ．蓋シ本剤旧主トシテ生恥ノ

解毒力増加ヲ來サシムル＝効アルナラン．

 5）「ヴィタミン」C〔第2表，第6圖〕

 「ヴ」Cノ大量モ疫痢様子平時＝・於テ「ヴ」B

ト共用廣ク使用セラレツ・アリ．

 一方＝於テHochwald㈹ハ「ヴ」Cハ過敏性

ショック」抑制作用アルモ「ヒ・ショック」抑制作

用ナシト稻セルニ封シ，飯塚（9），谷口㈹氏羅拝

海瞑＝於テ「ヴ」Cノ前投與が明カニ「ビ」二依ル

「ショック」症歌ヲ緩解シ，「ショ’ツク」死ヲ抑制

スト述べタリ．

 叉國見㈹氏ハレ「アスコルビン」酸ハ腸管ノ

過敏性反慮ヲ抑制スルモ，「ヒ」並＝「ア・ヒ」性

牧羊ヲ阻止セズト構セ・iJ一．

 余ノ實th ＝於テハ大量ノ「ビタシミン」投與二

半リ「ヒ」性牧縮ヲ引々緩解セシムルヲ得タルニ

過ギズ．本剤ノ「ヒ」中毒二封スル作用効果モ恐

ラク間接的ノモノチラン．

 6）「ヒ＝ン」〔：第2，9表，第8圖〕

 「ヒニン」ノ腸管二野スル作用ハ前門氏（11）＝

依、レバ家兎摘出腸管二於テ0．0002～0．005％ニテ

緊張下降，振幅ノ減少ヲ來スモ漸次恢復二男フ

ト云フ．

 本四th ＝依レバ「ヒネ・ン」，「インドラミン」

共＝ O．002％（5％「ヒネ・ン」0．008cc，2％「イ

ンドラミン」0．02cc）ヲ加フル事二依り0・㎜025

％ノ「ヒ」性牧縮9完全二綬解セシムノレ事ヲ認メ

クリ．「ア・ヒ」性並二盤化バリウム』生牧縮昌封

（ as ］
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シテモ略同様ノ拮抗作用ヲ有ス．尚ホ「ヒネロ

ン」中軍門「ヒニン」ノ溶解度ヲ高ムル爲メ「ウレ

タン」（3％）ヲ混ジアルヤニ聞知セルラ以テ上

記拮抗作用ガ「ウレ’タ、ン」二四ラザルヤヲ検シ，

然うザルヲ確メタリ．

  7）「アトsン」〔第2表，第；9圖〕

 「ヒ」ト畷下垂髄後葉ホルモン」トノ相互關四

二就キテハ既昌諸家ノ報告スル所アリ．長田氏

               り（12）ハ「ピツイトリン」前明置後20分ニハ抵抗減
                    ボ弱スルモ40分～1時聞後二強度トナル事ヲ認四

三リト云ヘリ．

 撫テ疫痢発症歌ノ焚現が禮質ト密接ナル關係

ヲ有スルモノナル事バー般二認メラル・至嘱シ

テ，斯カル黙ヨリモ謄下垂膿後葉ホルモン」ト

「ヒ」トノ關係ハ余等ノ注目ヲ惹ク所ナリ．依ツ

テ海湾腸管ト「ヒ」性牧縮二封スル「τト』ン」ノ

影響ヲ槍シタルモ，其ノ拮抗作用ハ微弱ナリ

キ．「ア・ヒ」二封シテモ亦夕然り．

 8）「ホルマリン」〔第2表，第10圓（イ）（・）〕

 「フォルムアルヂヒード」並二他ノ「アルデヒ

ード」籏化合物が海狼摘出腸管ノ「ヒ」性牧縮ヲ

緩：解ス）レ事バKendall（13）＝依り報告サレ，其ノ

後諸研究者（上村，光本，：Best u・Mc Henry，

Zipf等）相次イヂ其ノ「ヒ」非活性化作用二就キ

研究セリ．1

 而シテ本剤六腸管作用一癖テ之ヲ弛綾セシム

         ロルノミナラズ化學的二「ヒ」ノ側鎖ト結合シテ，

竃之ヲ非活性化スルト述べタリ．

 余ノ實験二依レバ0．000025％グ「ヒ」性牧縮二

野シ1％「ホルマリン」0．2ヲ添加スレバ腸管ハ

侮日シ僅カニ牧縮朕態ヲ残スノミトナル．「ア・

ヒ」性緊縮二封シテハ拮抗作用弱シ．

  9）「アドレナリン」〔第3，5，9表，第11圖〕

 疫痢様症状二封スル治療ノ目的二「アドレナ

リン」ノ有効ナルヲ読クモノ勘シトセズ。「アド

レナリン」ハ交感紳経刺戟剤ニシテ之ヲ摘出腸

管二作用田シムンバ凡テノ祠輕興奮性ヲ抑制シ

テ其ノ蓮動ヲ丁台ス．

 家兎腸管二於テ杜氏（14）ハ0．003％三テ著明二

緊張下降，運動モ停止シ，0．OOO 1％～0．00005％

 ＝テモ緊張下降シ蓮動モ漸次微弱トナリ途二一

 止スルニ至ルト云ヘリ．  〆

  叉下見（9），今泉（t5）氏等ハ「アドレナリン」ハ

 「ア・ヒ」性牧縮ヲ阻止スルガ，「ヒ」性牧牛ヲ阻

 止セズト述べ，中村，高橋爾氏⑩等モ同檬「ヒ」

 性牧縮ニハ「アドレナリン」ハ無効ナリト構セ

 リ．然ルニSugimoto（17），馬場（18）氏等ハ海狸子

 宮二於テP】anelles（19）ハ小腸＝於テ何レ’モ「アド

 レナリン」ガ「ヒ1性牧縮二拮抗的＝作用スルヲ

 認メタリ．

  余ノ實験二子レバ盤化アドレナリン」0．0005

 ％ヲ加フル事二依リ0．00001％ノ「ヒ」性牧縮ヲ

 緩解シ，0．00QO25％ノ「ヒ」二樹シテモ拮抗作用

 顯著ニシテ「ア・ヒ」性牧縮＝ハ作用微弱ナリキ．

  四二〇．001％ノ「アドレナリン」ヲ豫メ加ヘオ

 ク事＝依り0．000025％ノ「ヒ」ヲ投ズルモ其ノ牧

 縮ハ著明ナラズ．然ルニ「ヒ」ト同量ノfア・ヒ」

 性牧縮ハ相野著明ナリキ．       ●

  帥チ明確二「アドレナリン」ノ封「ヒ」拮抗作用

 ヲ認メタリ．二野化バリウム」ノ筋性興奮モ影

 響ヲ受クルヲ確認セリ．後者二就キテハSugi－

 moto（17）モ海狼子宮二於テ慶化バリウム」性興奮

’二三シ「アドレナリン」ノ拮抗作用ヲ認メ「アド

 レナリン」ガ交感紳経ノ絡末装置ノミナラズ筋

 肉織維ノ或ル部分嵜モ作用ヲ及ボセルモノナラ

 ン5述べタリ．

  10）「アトロピン」〔第3，6，9表，第12，

 18， 19圖〕                          ・

  「アトロピン」ノ「ヒ」二二スル作用二四テハ内

 外ノ文献極メテ多シ．而シテ「アトロピン」ノ無

 効ナリト稻スルモノト有効ナリト稻スルモノト

 アリ．今其ノニ三二：就キ見ルニDale a．：Laidlaw

 （20＞ハ腸管三二封スル「ヒ」作用ハ「アトロピン」

 二依リ阻止セラレザルヲ認メ，Yamauchi（21）ハ

 子宮筋ム於テ同様ノ結果ヲ報告セリ．之二反シ

 今泉，國見氏寺ハ「ア・ヒ』二巴慮ハ少量ノ「アト

 ロビン」前町置＝依り阻止セラル・モ，「ヒ」性

 牧縮ハ抑制スル事困難ナリト云ヒ，Van／ysek

 （22），中村，高橋二四㈹等ハ高濃度二二テハ「ヒ」

 性反鷹ト難モ消失スルニ至ル事ヲ認メタリ．叉

［ 46 ］
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西山氏（ゆモ「アトロピン」前記三二依リ腸管ノ

「ヒ」感受性ノ減弱ヲ來ス事ヲ報ゼリ．

 余ノ實験二依レ・バ，「ア・ヒ」0．000025％＝依

ル腸管牧縮ハ實二〇．OOOOO5％ノ「アト・ピン」ノ

添加二依り完全昌緩解セラル・二反シ，同量ノ

「ヒ」島牧縮ハ斯カル低濃度ノ「アトロピン」＝一テ

ハ殆ンド影響セラル、事ナシ．然レドモ「ヒ」性

牧縮ト難モ0．001％ノ「アトロピン」二依リテハ

完全二緩：解セラル・二至ルヲ認メタリ．叉0．001

％ノ「アトロピン」ヲ添加セル後ハ0．000025％ノ

「ヒ」ヲ加フルモ腸管ハ牧縮セズ．「ア・ヒ」性牧

縮ノ如キハ僅カニ0．00001％ノ前虞置＝依り全

ク阻止セラル・ヲ知りタリ．帥チ「アトロピン」

ハ「ヒ」二封シ「ア・ヒ」二三スルが如キ拮抗作用

ハ有セザレドモ晶々大量ヲ用フレバ明カニ之ヲ

阻止シウル事ヲ確認セリ．

 IJ）「エフェドリン」〔第3表，第13圖〕

 臨鉢上鳴海氏（羽）ハ疫痢二於テ「エフェドリン」

ノ有効ナルヲ読ケリ．「土フェドリン」ノ腸管二

丁スル作用二心テハ杜氏（14、ハ家兎摘出腸管二

三テ「エフェドリン」0．1％9テハ緊張直チニ下

降，蓮動微：弱トナリ歎分ヲ出ズシテ回忌全ク停

止シ0．01％ニチハ緊張僅カニ下降シ蓮動或ハ微：

弱トナル事アリ或ハ殆ンド攣化ナキ事アリト報

告セリ．

 本實験二三テ余ハ0．1cc（0．02％）ノ「エフェド

リン」二依り0．000025％ノ「ヒ」叡山縮ヲ完全二

緩解セシメウルヲ認メタリ．「ア・ヒ」二言シテ
    しハ拮抗作用三々徴弱ナリ．

 12）「オピスタン」（第3，7，9表，第14，

15，16圖〕

 田邊商店製品ニシテ其ノ化副成分ハ1Methy1－

4－Phenyl－Pyperidin－4－Carbons蕊ure－Athylesterノ

    ）
盤言忌ナリ．本剤ハ1939年Eisleb u． Schaum ann

（25）二心リ護見目ラレタル非「アルカロイド」性

鎭痛鎭痙剤ニシテ「ヒ」二依ル腸，三管ノ痙攣二．

封スル副直作用ハ「アト・ピン」ノ数倍彊力ナリ

ト云フ．

 余ノ實験二三テ之ヲ榮養液中二加フレバ極メ

テ微量ニテ直チニ緊張低下シ蓮動モ停止スルニ

至リタリ．0．000025％ノ「ヒ」性牧縮二當リ之ヲ

加フルニ「オピスタン」ノ濃度0．000125％二於テ

既二著明＝之ヲ緩解セシム．0．0002％ヲ用フレ

バ完全二綾解セシメウルヲ認メタリ．

 「ア・ヒ」島牧縮昌封シテモ同様著明ナル拮抗

作用ヲ認ムルモ「ヒ」ノ夫レニ比シ梢々劣リ，完

全二言i解セシムルニハ0．0025～0．005％ヲ要ス．

而シテ斯カル濃度二二テハ1謹化バリウム」0．02

％ノ作用＝モ完全二拮抗スルが二二本剤ハ腸管

筋織維自己ニモ作用ヲ及ボセルkノト考ヘラ
ノレ．

 次二豫防力ヲ検スルニ「オピスタN／，」O．OOO75

％ヲ豫メ作用セシムレバ0・000025％ノ「ヒ」性牧

縮ハ完全二阻止セラレタリ．同濃度二於テ「ア・

ヒ」性牧縮阻止ハ完全ナラズ．0．0125％二依リ

初メテ完全＝阻止セラル．若シ0．025％ヲ加フ

レバ，盤化バリウム」二二）レ筋性興奮モ全ク阻

止セラレタリ．

」第5章「ヒ」ノ家兎血膣作用＝謝スル各種薬品ノ影響

 「ヒ」ハ所謂怪奇性血管剤ニシテ，其ノ血管二

封スル作用ハ必ズシモ二丁ナラズ．摘出血管ナ

ルカ，生艦内ナルカニ依リ，叉動物ノ種類或ハ

血管部位二三リテ相違ス．然レドモ麻醇家兎ノ
                   リ場合ヲ除キー般二三歴下降ヲ招來スルハ廣ク認

          ロメラル・所ナリ．然レドモ此ノ三三下降作用ノ

機轄二就キテハ種々論ゼラル・所ナリ．帥チ阿

：部氏く26）バー方二三テ肺血管ヲ牧縮セシメ他方

＝於テ二二枝筋牧二二依り聞接二肺血管ノロ笹

ヲ小ナラシメ，爲メニ肺臓ノ血行障碍ヲ來ス結

果左心室ノ流入搏出血液量ハ減少シ，末梢小動

脈血管ノ僅カノ牧縮ハ之ヲ調節スルニ充分ナラ

ズシテ血璽下降ヲ招來スト述べ，Maゆer u．

pick（27）ハ肝臓＝於テ肝静脹ハ牧縮シ肝臓内二

鶴血ヲ來ス結果，心臓ヘノ還流血量減少シ回歴

ハ下降スト構セリ．叉Eichler u． Mifgge（28）ノ・

（ 47 ］
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大循環系ノ血歴下降ハ心臓機能障碍二基クナリ

ト報告セリ．Dale a．】Laidlaw（20）及ビGanter u．

Schretzenmayr（29）等2・一般的血管捜張＝依ルモ

ノニシテ其ノ作用部位ノ末梢性チルヲ強調セ

リ．以上蓮タタル如ク大髄二子テ肺臓血管遮断

読，肝臓血管遮断読，心臓障碍設，末梢血管撰

再読ノ4読行ハル・モ今四界モ有力ナルハ末梢

血管下張読ナリトス．心臓障碍ハムシロニ次的

ニシテ末梢血管撲張二依ル血歴下降ノ爲メ大静

脈内流血量ノ減少ヲ招來シ，其ノ結果心臓搏動

量減少シ第1心音高調速脹或ハ不整脈ヲ來スモ

ノト考ヘラル．從ツテ「ヒ」＝依ル循環障碍帯封

シテハ一槍性ノ血管翻が最：モ合理的ナリト考ヘ

ラル．「ヒ」＝依ル循環障碍，殊＝血歴下降二封

スル各種部品ノ影響二就キテハ先二目教室横井

博士㈹等ノ報告アリ．氏等ハ細菌培養液毒素

或ハ「ヒ」注射二依り惹起セラレタル循環障碍二

か日20甲種ノ藥晶二就キ主トシテ血璽作用ヨリ

其ノ効果ヲ論ズル所アリタリ．然レドモ原著獲

表ナキ＝依り其ノ實験成績ノ大略ヲAi ＝表示ス

ルニ第8表ノ如シ．帥チ「アドレナリン」ノ事解

上昇作用ハ極メテ二男ナルモ持嘗胆二乏シク其

ノ作用多クハー過性二四ギズ．「カルヂァゾー

ル」ハ上昇作用，持績性共＝大ナルモ痙攣ヲ頻

護スル敏鮎アリ．「グアニヂン」亦タ同様毒性強

シ．從ツテ高張葡萄糖，「コラミン」，安那加，

「エフェドリン」，「安那加アトロピン」（「エン

スパモール」），「コラミン・アトロピン」等ノ有

効ナルヲ認メタリ．而シテ此ノ結果二基キ今林

上疫痢様症状ヲ呈セル患見ノ治療ヲ行フニ，上

記動物實験成績トー致シ葡萄糖加リンゲル」＝

「エンスパモPル」或ハ「コラミン・アトロピン」

ヲ添加セルモノノ静脈内貼滴注入ノ卓効アルヲ

認メタリ。然レドモ樹ホ余隅棚之二満足スルヲ

得ズ，更二等抗作用大取シテ有効ナルモノヲ求

メント努力シツ・アリ．「オピスタン」，「スト

ロファンチン」，・「アクトコPル」，「コラプト ・一

ル」等ノ回歴作用ヲ槍セル結果ヲ述ブレバ次ノ

如シ．

 1）「オピスタン」

第 8 表

藥  品  名 血1瞳
?昇

持綬性

十 十

葡  萄  糖  液 什 ±

ア ド レ ナ リ ン 耕 一’

ズ プ リ フエ ソ 十 十

島 フ エ ド リ ソ 什 什

コ  ラ   ミ  ソ 柵 柵

安   ナ   カ 十 平

安   カ   カ 十 十

カ フ エ イ ン’

@’
十 十

ア  ト ロ ピ  ン 一 一

ビタヵン フアー

カソラエナール
ヂ ガ 一  レ ン

カルヂアゾール
’ツ エ ラ ト ミ ソ

ヤ  ク  リ  ト ソ

タ ロ ン チール

アセトアルデヒード

マ  グ  ロ  一  ル

ロ  ナ  コ  一  ル

多感ルノ＿ル
グ ア ニ ヂ  ン

銀エレク。締

エソスパモーール
ア  ト

カルヂア

工   ｝

1∵獅｝

 ロ ヒ ソ1
   ゾ＿ルー

ト ロ  ピ  ン

ラ   ミ   ン’

萄  糖  液

柵

±

柵

柵

柵

柵

柵

柵

柵

柵

帯

柵

柵

 tオピスタン」ガ海狽摘出腸管二上テ極メテ彊

力ナル拮抗作用ヲ呈スル事ハ第3章二述ペタル

所ナリ．而シテ其ノ血璽作用二就キテハEisleb

u．Schaumalm（？5）ハ其ノ下降作用ハ「アトロピ

ン」ノ、品。。樋ギザ・疇鍵歳，佐漱…）ハ

鎭痛剤トシテ多数臨二二二二用シテ二二下降ヲ

見ザリシ事ヲ報告セリ．

 余ノ門門二依レバ家兎静脈内二5mg／kgヲ1cc

ノ生理的食塵水二混ジ徐々二注射スルニ10～30

mmHg』及ブ急降下ヲ惹起スルモ速二或ハ徐

［ os ）
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々二奮二復スルヲ見ル（第21圖）．而シテ斯カル

ー過性ノ血璽下降ハ爾側ノ迷走示申経切断後二於

テモ串現ス（第22圖）．皮下＝大量（25m9／kg）ヲ

注射スルニ血歴ハ相物度ノ綾慢ナル下降ヲ來

ス．然レドモ斯カル前腕置ヲ行フ時ハ「ヒ」ノ皮

丁或ハ腸管内注入二封シ梢々抵抗ノ増大ヲ認ム

ル事ヲ得ベシ（第6報二其ノ詳細ヲ述ブベシ）．’

「ヒ」注入昌依リ血塵下降ヲ來セル＝場合「オピス

タン」ヲ皮下二用フルモ血餅下降二影響ヲ認メ

ザルカ或ハ下降ヲ助長ス．何レニスルモ血墜上

昇作用ハ認ムルヲ得ズ（第23圖）．

 II）「コラプトール」A及ビ：B

 本剤ハ強大ナル匪蚤心作用ヲ有スル：Ba盤二其

    第21mp ’

鵬雛魅、
      ，
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ノ作用ヲ助長シ而モ副作用ヲ除去スル目的ヲ以

テCa盤ヲ配合シアリ．直接心臓二作用シテ二

心作用ヲ呈スル他，末梢血二二封シ常＝緊張上

昇的h作用ス．而シテ本作用ハ全ク末梢性ナリ

ト云フ．「コラプ1’・・一ル」Bハ作用ヲ持績的ナラ

シムル爲メニ前者（A）二「ズ下りキニーネ」ヲ混

ジアリ．

「ヒ」注入＝依り乱心下降ヲ霊芝セルモノ＝用

フル昌其ノ血墜上昇作用ハ極メテ張力＝シテ且

ツ持点的ナリ（第24，25圖）．家兎血歴40mmHg

二迄下降セル如キ末期二於テ他ノ二品ヲ以テハ

モハや上昇ヲ望ミ得ザルが如キ場合昌於テモ伺

       第  2 4 圖
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’恥隔， づケ学

ホ上昇作用ヲ獲揮ス（第26圖）l

 III）「チラミン」

 「チラミン」ハ「ヒスタミン」，「エルゴタミン」

                    し等ト共昌三角ノ有効成分ニシテ，子宮二品シテ

著明ナル牧縮作用ヲ呈スル外，温血動物ノ末梢

血管ヲ二二セシ心血歴充進ヲ來シ且ツ彊量心作

用，呼吸申福興奮作用ヲモ有スル事ハ周知ノ三

二ナリ．「ヒ」二二二二リ二二下降シツ・アル家

兎静脈内二「アクトコール」（本誌ハ人工合成法

二依リ製出セラレタル脱酸チラミン」2％及ビ

共ノ誘導艘ナル盤酸チラミン・メチール・エーテ

ル」1％ヨリ成ル．）0．5ccヲ注射セルニー過性ノ

血墜†降後直チニ二品上昇ヲ來セリ（第26圖）．

然レドモ末期二於テハ斯カル使用量：ニチハ反慮

セズ．

 IV）g一「ストロファンチン）

［ 50 ）
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第  2 6 圖
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 本剤ハ心臓二直接作用シテ心筋ソ緊張及ビ白

縮力ヲ増弧シ搏動量ヲ増加スルー方末梢性ノ血

歴上昇作用アリテ中三二1経系昌封シテハ興奮作

用ナシト云ハル．臨沐上最モ強力ナル強心謝ト

シテ知ラレ疫痢様三吉時二本剤ノ使用が卓効ヲ

來ストノ報告（32）アリ．依ツテ「ヒ」注入＝依り

高鍋下降シツ・アル家兎ノ静脈内二〇．0125mg／

kgヲ注射セルモ血三二殆ンド影響ヲ認メザリ．

キ（第27圖〉．注入「ヒ」：量少ク從ツテ血歴下降輕

微ナルモノニハ血墜ノ恢復ヲ認メタリ．

              ご

         第  2 7 ’圖
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第6章 結

 「ビ」作用＝拮抗スル事昌依リ，「ヒ」＝依り惹

起セラレタル中毒症状二封シ有効ナルモノノ槍

索ヲ行ヒ次ノ結果ヲ得タリ．

／1＞海狼摘出腸管二於ケル「ヒ」作用二二シ，

「コラミン」，「アクトコPtル」，「カルヂァゾt’ri

ル」，「安那加」，「ヒネ・ン」，「ホルマリン」，

論

「アドレ’ナリン」，「アトロピン」，「エフェドリ

ン」，「オピスタン」等ノ拮抗作用大ナルヲ認メ

クリ．而シテ之等ノ中「オピスタン」最モ強力n

シテ，其ノ0．0002％ハ0．000025％ノ「ヒ」性牧縮

ヲ完全二抑制セリ．

2）「ヒ」中毒家兎二二二二スル二種二品ノ影

［ 51 ）
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響ヲ槍シ，「コラプトール」ノ作用顯著ナルヲ認

メダリ．而シテ「オピスタン」ハ三下ヲ上昇セシ

メズムシロ下降セシム．

（附）腸管直射スル「ヒ」作用ノ侵襲鮎二就テノ考察

 ．「ヒ」ノ平滑筋二三スル侵襲顯二關シテハ既二

種々研究論議セラレタル所ナルモ未ダ確定セラ

、レザルモノノ如シ．今回ヲ大別スレバ該侵襲黙

ヲ紳経ニアリ下スルモノ．筋肉織維自己ニアリ

トスルモノ．及ビ其ノ三者ニアリトスルモノノ
     る
三者昌分ツ事ヲ得ベシ．而シテ三等二二ノ文献

的概況ハ森㈹，西山（23）ノ諸氏二依リ詳細二記

述サレアリ．之ヲ参照セラレ度シ．今之等ノ諸

読ヲ見ルニ其ノ分ル・所ハ主トシテ「ヒ」作用二

心シ「アトロピン」ノ影響ヲ認ムルヤ：否やニアル

キノノ如シ．余ハ少クトモ海瞑摘出腸管二七テ

「ヒ」性牧縮二藍シ「アトロピン」ノ影響皆無ナリ

トノ読ヲ認ムルヲ得ズ。「ア・ヒ」性牧縮ノ如ク

少量ノ「アトロピン」二依リテハ阻止セラレザル

モ梢々大量ユ依り「ヒ」性牧縮ト難モ完全二阻止

セラル、事ヲ確認セリ（第3章）．從ツテ「アト

nピン」ノ影響ヲ受ケザルが故＝「ヒ」作用ハ祠1

経ト無爵係ナリト爲ス読二賛スルヲ得ザルナ

リ．然レドモ大量ノ「アトロピン」二言リ抑制セ

ラル・ヲ以テ直チニ共ノ作用黙ヲ紳経ニァリト

断ジウルヤハ疑問トス可キナリ．何トナレバ大

量ノ「アト・ピン」ノ作用が果シテ祠脛末端ノ麻

痺作用ノミニ止マルや考慮ヲ要スベシ．依ツテ

筋肉毒タル監化バリウム」ト「アトロピン」トノ

關係ヲ槍セル山鼠9表ノ如ク大量ノ「アトロピ

ン」二二リ盤化バリウム」性筋性興奮モ綾解セラ

ル・ヲ認メタリ．而シテ斯カル事實ハ前述セル

如ク中村氏㈹等モ之ヲ認メタリ．然レドモ余

ハ次ノ如キ實験ヲ行フ事二依リ，「ヒ」性牧縮ト
  の
盗化バリウム」性牧縮トハ共二大量ノ「アトロピ

。

ン」二依リ阻止セラル・モ次ノ職二於テ其ノ趣

ヲ異昌スルヲ知りタリ．

 帥チ今摘出腸管二5γノ「ヒ」ヲ作用セシメ，

其ノ牧縮ヲ認メテ後三二〇．1％「アトロピン」0．1

旧注加スレバ腸管ハ忽チ緩解シ僅力診牧縮歌態

ヲ淺スノミトナ九．蝕二二テ二二管内ノタイロ

”ド液ヲ交換三二スル事3回ノ後腸管ノ緊張ヲ

旧記前ノ歌二二戻サシメ約10分間休憩ヲ與フ．

然ル後再ビ前回ト同檬第II回ノ「ヒ」注入ヲ行

フ．然ル時ハ更二大ナル牧縮ヲ惹起スベシ．之

二二ト同量ノ「アトロピン」添加ヲ行フニ前回ト

同程度二腸管ハ緩解ス．斯クノ如キ操作ヲ同一

腸管二心テ反復スルモ「アトロピン」二封スル態

度ハ略同誌ナリ（第9表，第18圖）．「ア・ヒ」．性

牧縮ノ場合モ亦タ然リ（第9表）．然ルニ盤化バ

リウム」性心縮ノ場合ハ然ラズ．第9表，第19

圖ノ示ス如ク第1回1・04％「アトロピン」0・iノ

添ha F依り完全鼻緩解セル場合ニモ傑II回牧縮

二二テハ同量ノ「アトロピン」二鷹ゼザルノミナ

ラズ更二大量ヲ添加スルモ緩解作用極メテ輕微：

ナリ．稀二第II一点ハas III回牧縮二二テモ綾

解作用著明ナル：事アルモ回ラ重ヌル毎二急速二

不著明トナル．而シテ筋肉毒タル「パパペリン」

二品リテハ盤化バリウみ」性筋性牧縮ト難モ毎
                の回同様ノ緩解作用ヲ受クルヲ山州タリ（第9表，

第20圖う．其ノ理由ノ二二ニアリヤハ不明ナレド

モ明ガニ「ヒ」ト鉱化バリウム」トハ其ノ作用機

轄二於テ相違アルヲ想像セシムルニ難カラズ．

 馬場氏（18）ガ認メ’タル如ク紳経ヲ敏クカ或ハ

                 祠1経ヲ有セザル滑ZF筋二二テハ「ヒ」作用著明ナ

ラザル事，叉西山（23）氏ノ云ヘル如ク盤化バリ

ウム」ノ作用ハ普遍的ナル昌封シ，「ヒ」ノ夫レ

ハ撰澤的ニシテ臓器二依り叉＝部位二依り其ノ感

受性ノ差異甚ダシク且ツ高キ感受性ヲ有スル三

位ハ低キ部位ヨリモ「アトロピン」二依リ著明二
         
阻止セラル・事等ヲ併セ考フレバ，「ヒ」ハ主ト

シテ紳経末端二作用シー部ハ叉筋肉自己三モ作

用スト看倣スiぎ：安當ナリト思惟ス．然レドモ斯

カル言下明△極メテ困難ゴシテ伺ホ幾多愼重ナル

研究二侯タザルベカラズ∴余ハ臨化バリウム」

［ 52 ）
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第9表 同一腸管蓮績使用二依ル各種藥品ノ到「ヒ」，「ア・ヒ」

 並二盤化バリウム」拮抗作用ノ攣化

 キ
 オ’

 シ
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 ヒ

ネ
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（50／o）

 ア
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（0・1％）
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 ト
 『
 ヒ
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（0・1％）

究

夏

 ・pt！
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ノi

変
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性牧縮ト「ヒ」性牧縮トノ闇二上記ノ如キ差異ヲ

認メタルヲ以テ此ノ事實ガ「ヒ」ノ侵襲鐵如何ナ

ル問題解決二資スル所アラント思ヒ鼓二報告セ
              x

ル次第ナリ．

 高島スルニ當リ終始御懇篤ナル御指導ト御校閲

 ノ螢ヲ賜りタル恩師泉教授二深ク感謝ノ意ヲ表ス．

主 要

1）西村：十全會雑誌，第44巻，1822頁．  2）

影山：十全會雑誌，第48巻，891頁． 3）石川：

文 厭

 ：京都醤學、維誌，第18巻，988頁． 4アEmmelin，

 N．， G． S． Kahlson a． K． LindstrOm： Acta

［ sc ）



5t， 影 山

physiol． scand． Vo1．3，39（1941）．  5）泉田：

東京霞事新誌，第2894朧，2045頁． 6）谷口：

日本霞事新誌，第931號，31頁．7）佐々木：乳

児學雑誌，第31巻，37頁．   8）Hochwald：

：Klin． Wschr．894，936．  9）飯塚：東京腎

事新誌，第3073號，577頁． 10）國見：編岡署

學維誌，第34毬，899頁． 11）前坊：京都署學

雑誌，第19巻づ1頁．  12）長田：大阪醤學會

維誌，第41巻，1508頁． 13）Kendall：．1）roc・

Soc． exp．：Biolog． Med．24，316・ 14）杜：

京都賢學雑誌，第18巻，411頁＝ 15）今泉：編

岡賢學維誌，第34巻，807頁． 16）中村，確i旙：

實験賢學雑誌，第21巻，419頁． 17）Sugimoto：

Arch． ｛． exper． Path．， 74， 27’ （1913）． 18）

馬場：岡山霞學會維誌，第43年，42頁．  19）

Planelles： Arch． f． exper． Path．， 105， 38

（1925）． 20） Dale a． Laidlaw ： J． of Physiol．

41， 318 （1910）． 21） Yamauchi： Arb． med．

Univ． Okayama． 1， 14 （1928＞ ．22） Vanysck：

Biochem． Zeitschr． 67， 221 （1914）． 23）

西山：日本藥物學雑誌，第34巻，1頁．  24）

鳴ms ：・治療及ビ虞方，第20巻，1539頁．  25）

Eisleb u． Schaurnann： Deut． med． Wschr．，

1939，967・ 26）阿部：東北賢學維誌，第4

巻，19頁． 27）H．M：autner u． E． P． Pick：

Mttnch． Med v Wschr． Jg． 62， Nr． 34， 1141．

28） O． Eichler u． H． Mifgge： Arch． f． exp．

1’ath． 159， 633 （1931）． 29） G． Ganter u．

A． Schretzenmayr： Ebenda 147， 128 （19，30）．

30）横井，小泉，河合：第43回日本小児科學會紬

會， 31）佐藤：治療學維誌，第12巻，777頁．

32）叛本，久野村：児科雑誌，第45巻，139ユ頁・

33）tu ：岡山馨學會雑誌，第48年，草72頁．

［ 54 ］



      ：影山論文附圖 （・）

第1圖．（イ）  第；1圖（ロ）   第2圖    ，第3圓
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第6圖 第7圖
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影山論文附圖 （2）

第10圖（’イ） 第10圖（ロ） 第11圖 第12圖

第13圖

第14圖 「ヒ」性牧縮

二封スルOpystan

 ノ拮抗作用

第15圖「ア・ヒ」性牧縮 第16圖 塵化バリ

ニ封スルOpystan ウム」性附帯二樹スル

  ノ拮抗作用    Opystanノ拮抗作用
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第17圖 Opystanノ「ヒ」性白縮二封スル白白力

圖  （3）

第19圖 盤化バリウム」性牧縮二封スル

    Atropinノ拮抗作用

第18圖  「ヒ」性幽幽二封スルAtropinノ拮抗作用

第；20圖  塵化バリウム」性牧縮二劃スルPapaverinノ拮抗作用


